
1988年出上の木簡

せ

な

静
岡
・瀬
名
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
市
瀬
名

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
を

一
九
八
九
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
野
五
十
三

・
曽
根
辰
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生

・
古
墳

・
奈
良

・
平
安

・
中
世

・
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

瀬
名
遺
跡
は
静
岡
平
野
の
北
側
で
、
平
野
と
丘
陵
が
接
す
る
位
置
に
あ
り
、

瀬
名
丘
陵
と
南
沼
上
丘
陵
と
に
換
ま
れ
た
谷
を
南
下
す
る
長
尾
川
が
形
成
し
た

扇
状
地
上

（標
高
一
一
じ

に
立

地
す
る
。
現
在
の
行
政
区
画
で

は
頼
名
遺
跡
の
東
端
に
静
岡
市

と
清
水
市
の
境
界
線
が
あ
る
が
、

旧
駿
河
国
麿
原
郡
に
属
し
西
隣

の
安
倍
郡
と
の
境
界
線
は
遺
跡

の
西
端
付
近
と
な

っ
て
い
る
。

遺
跡
の
範
囲
は
東
は
瀬
名
丘
陵

の
付
け
根
か
ら
西
は
長
尾
川
ま

で
東
西
約
九
Ｏ
Ｏ
ｍ

（南
北
の
範
囲
は
未
確
認
）
で
あ
る
が
、
長
尾
川
の
西
側
に

ひ
ろ
が
る
扇
状
地
上
に
は
、
平
安
時
代
の
官
衛
遺
構
の
発
見
さ
れ
た
川
合
遺
跡

群

（宮
下
遺
跡
・
川
合
遺
跡
・
内
荒
遺
跡
、
弥
生
中
期
ｔ
近
世
）
が
展
開
す
る
。

調
査
は
国
道

一
号
静
清
．ハ
イ
パ
ス
建
設
事
業
に
と
も
な
う
も
の
で
、
扇
状
地

を
東
西
に
横
断
す
る
よ
う
に

一
区
か
ら

一
〇
区
ま
で
の
調
査
区
を
設
定
し
、　
一

九
八
六
年
度
か
ら
継
続
調
査
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
埋
没
し
た
長

尾
川
の
旧
河
道

。
自
然
堤
防

・
後
背
湿
地

・
微
高
地
と
い
っ
た
地
形
区
分
が
観

察
さ
れ
、
後
背
湿
地
の
部
分
が
水
田
と
し
て
、
ま
た
自
然
堤
防

・
微
高
地
の
部

分
が
墓
域
や
建
物
を
建
て
る
場
所
と
し
て
利
用
区
分
さ
れ
る
こ
と
や
、
遺
構
面

を
被
覆
し
て
い
る
土
砂
の
様
子
か
ら
、　
一
気
に
お
そ
っ
た
大
洪
水
に
よ
る
砂
礫

。
砂

・
シ
ル
ト
層
な
ど
の
堆
積
に
よ
っ
て
、
埋
没
あ
る
い
は
侵
食

。
流
出
な
ど

の
被
害
に
遭
遇
し
た
様
子
な
ど
が
観
察
さ
れ
る
。

木
簡
の
発
見
さ
れ
た

一
区
は
遺
跡
の
東
端
に
位
置
し
、
自
然
堤
防
か
ら
後
背

湿
地

へ
と
変
換
す
る
地
点
に
あ
た
る
。
地
表
下
約
六
ｍ
ま
で
の
堆
積
土
層
が
三

五
層
に
区
分
さ
れ
、
弥
生
時
代
中
期
頃
か
ら
近
世
ま
で

一
一
枚
の
遺
構
面
が
検

出
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
は
水
田
遺
構
で
あ
る
が
、
①
東
海
地
方
最
古
の
水
田
（弥

生
中
期
Ｐ
二
五
層
）

②
埋
葬
姿
勢
の
わ
か
る
人
骨
と
木
棺
墓
（弥
生
中
期
Ｐ
二
人
層

下
面
）

③
東
海
地
方
最
古
の
小
区
画
水
田
（弥
生
中
期
後
半
一一八
層
）

④
三
面
廂

の
掘
立
柱
建
物

（平
安
中
期
一
七
Ｂ
層
下
面
）
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
二
〇
層
で
検
出
さ
れ
た
自
然
流
路
Ｓ
Ｒ
一
〇
二
の
底
部
か
ら
発
見
さ

れ
た
。
流
路
は
蛇
行
し
な
が
ら
北
か
ら
南

へ
流
れ
る
も
の
で
、
幅
四

。
五
ｍ
を

(静岡・清水)



一
・
七
ｍ
、
深
さ
約
○

。
六
ｍ
。
幅
の
拡
が
っ
た
地
点
の
右
岸
側
に
手
づ
く
ね

土
器
、
斎
串
、
人
形

（人
面
墨
董
ｅ

な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。　
斎
串
の
な
か
に
は

地
面
に
突
き
刺
し
た
ま
ま
の
状
態
で
発
見
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、

『
万
葉
集
』

（巻
第
〓
二
、
三
一一二
九
）
に

「斎
串
立
」
と
う
た
わ
れ
た
祓
の
祭
祀
の
状
況
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
流
路
の
埋
積
土
中
か
ら
は
田
下
駄

・
鋤

・
横
槌

。
到

物

・
曲
物
底
板

・
建
築
材

・
斎
串
の
ほ
か
若
干
の
上
器
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

一
九
層
水
日
が
平
安
時
代

金

一
世
紀
）
で
あ
り
、
二
〇
層
上
面
お
よ
び
流
路
の

覆
土
か
ら
は
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
の
上
器
が
出
土
す
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①　
□〔
．
則〕聴帥
Ⅷ
鞠
馴
陣
叩
一戸五蜘甲
〔目
己

。
　

　

　

□
□

企

Φ
じ

×

Ｇ

ｅ

×

μ
ｏ
　

ｏ
曽

出
上
し
た
の
は

一
点
だ
け
で
材
質
は
杉
、
木
目
は
や
や
斜
の
板
目
。
判
読
不

能
の
部
分
が
多
く
裏
面
は
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
。
上
部
の
文
字
は

「件
」
と
し

た
が

「仰
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
「
西
奈
」
は
『
和
名
類
乗
抄
』
に
で
て
く
る
麿

原
郡
の
郷
名
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
木
簡
の
発
見
さ
れ
た
地
名

「瀬
名
」
は
中
世

以
降
の
比
較
的
新
し
い
用
例
で
あ
る
。
「
五
百
原
」
は
鷹
原
で
あ
り

『
古
事
記
』

に
は
五
百
原
君
、
「駿
河
国
正
税
帳
」
に
は
底
原
君
と
で
て
く
る
こ
と
か
ら
、
地

名
ま
た
は
人
名
と
考
え
ら
れ
る
。　
そ
の
あ
と
に

「戸
」
と
あ
り

「麿
」

「廣
」

な
ど
の
人
名
が
続
く
。
女
性
名
と
考
え
ら
れ
る

「
五
日
女
」
の
日
は
月
と
解
釈

す
る
こ
と
も
検
討
し
た
。
こ
の
木
簡
は
行
政
の
末
端
組
織
で
人
を
集
め
、
作
業

の
手
配
を
し
た
と
き
の
記
録
簿
と
い
っ
た
性
格
が
考
え
ら
れ
る
。
年
代
観
に
つ

い
て
、
遺
構
か
ら
は
明
確
に
で
き
な
い
が
、
楷
書
体
で
あ
り
、
奈
良
時
代
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
木
筒
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
東
洋
大
学
鬼
頭
清
明
氏
、
静
岡
大
学
原
秀

三
郎
氏
、
浜
松
市
博
物
館
向
坂
鋼
二
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

働
静
岡
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
所

『
瀬
名
遺
跡
―
昭
和
六
三
年
度
静
清
，ハ

イ
パ
ス
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
』
全
九
八
九
年
）

（栗
野
克
巳
）




